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巧を上の留意項目 


ご巧用前こ、下おの「留意項目」をよくお読みになり、正しくおないくだ玄い。 

この「ま全上の留意項目 J は、製品をを全に正しくお使いいただき、あなたや他の人々へのを害 
や財産への損害をホ然に防止するため、いろいろな絵表示をしています。内容をよく理解してか 
ら本文をお読みください。 

‘ 給表示について ' 

rA この表示を無ネ見して、誤った取り巧いぞすると、人が死 t または1 

^ G 重傷を負う可能性が想定さ打る巧容を示します。 

この表をを無視して、誤った取り巧いをすると、人が巧傷を負ラ 
>王-百、可能性が想定される巧客および物的損害のみの発生が想定 
I _ される巧容を示しまず。 _ I 

^么記号は客告•注意を巧す巧容があることをちげるをのです。 

^ S 記号は禁止の巧為であることを留ブるものです(左図の場合は巧醉禁止を意味します)。 

A •記号聞う為を強* U したり指示する内宮を告げるものです。 


A 警ち 

A 警告 

〜かさな部品は巧巧の手の届かないとこる 
〇に置く 

誤おや窒息などの危険がありますので、 
かさなお子おの手の届力、ないところに保管 
してください。 

/■、大音量で長時間続けて聞かない 

(\J 大きな音量で長時間続けて聞<と、聴力に 
^悪い影普をちえることがあります。特にへ 
ッドホンのご使用時にはごを意ください。 

一、をおな場巧では巧巧しない 

(\)巧行中であっても、駅のホームや車道、工事 
^現場など、商囲の音が聞こえないと危険で 
ある場巧での使用はお止めください。事故 
の原因となります。 

_ 乗り物の厘ち中は使用しない 

(\)自起車、才ートバイ、自動車などの運転 
中は、絶巧にヘッドホンを使用しないで 
くださし、。巧通ま故の原因となります。 
片方のちだけのヘッドホン巧巧も巧装し 
ておらず、一部の地域では法律により禁 
止されています。 

义おや感電のをち性をほなずるために、 
^機器を雨や湿ちにさらさない 

ホれ g 止 



















A 警告 

A 注意 

グ、機器内部に水をかけたらしたり、巧びん 
{\)のよラに水を满たしたものをそばにおか 

9と ない 

他の電気磬品と同様に、機器内部に水分 
をこぼしたりしないでください。巧障や 
义災の原因となります。 

泣石を使巧したものをぺース乂一力-の植 
込み部位の上に置いたり、的ポケットに入 
れないでください 

* 止磁気がぺースメーカ-の作動に影響を及 
ぼす恐れがあ D ます。万がーペースメー 
力-に磁石を当ててしまった場合には、 
直ちに取り除いてください。 

へ 水の近くまたは湿度の高い場所で使用し 

幢）なぃ 

*品^止機器内部に水が入った場合、火災や感電 
の原因となりまず。 

A 音の聞こえ方のを化に ミ 主意ずる 

W ヘッドホンを使用した時、確認やま意喚 

H こぇおの起のための音声が普段と異なった感じで 
SKkSS 聞こえることがあります。必要な持に認 
識できるように、どのよラなをねり方を 
するかをご確認ください。 

^ 本体のカバーを巧したり、分辑や改造を 
® しなぃ 

^火炎や感電、けがの原因となります。巧 
部の点検や懷巧は、販売店にご依頼くだ 
さぃ。 

A 電巧を入れる前には音置を是ルにずる 

W 突が大きな音が出て、聴力障害などの 
おかお原因となることがあります。 

^巧器のそばに、ろラそく等の义のついて 
いるものを B かない 

引火して火ぶの原因となります。 

ほこり、油煙、場気、湿気、高温の場所に置 

/ T 、 かない 

ほこり、ミ由煙、湿気の多い場巧や、直射 
日光の当たる場所、直をライトが省たる 
場巧、高温になるまの中などには置かな 
いでください。な障の原因となります。 

A ミち意 

装身具と併吊しない 

イヤ1」ンブ、ピアスなどの耳に付ける装 
請置® 身具とヘッドホンを併巧すると、けがの 
原因となることがあります。また、 へッ 
ドホンの性能が損なわれたり、ヘッドホ 
ンを傷付けたりすることがありまず。 

A ゴムやビニール製品に本体を長時間接が 
させない 

3* み装が変質し跡が残ることがちります。 


で、 お化に異常が生じた場合は使巧しない 

Iv 巧-ご使用によってお肌にかぶれなどの 
止異常が生じた場合は、直ちにヘッドホン 
の使用を止め医師にご相談ください。 






















参電池について 


A 鲁告 


0 


指定の巧軍器を巧巧して巧軍ずる 

指定なみの充電器、 AC アダプターで充電 
すると、発熱や破損、液漏れにより、火災 
やけが、あるいは巧固の巧損の原因となり 
ます。 


0 

8止 


電おを加熟、义の中に入れるなどしない 

過度の加熱や义の中に入れると巧漏れ、 
破装の恐れがあります。過度に温度が上 
がった場合、および义中お入した場合に 
は、電池の内圧が高まり、破裂により、 
火災やけが、あるいは周囲の巧損の原因 
となります。 


A 

注 ■ 


(§) 


巧お内部から属れ出た巧(里巧巧)には直 
接巧れない 

•巧が目に入ったときは、失巧などの障害の 
おそれがありますので、こすらずに水道水など 
のを量のきれいな水で十分洗ったを、すぐに 
医師の治療を受けてください。 

•巧力、’皮庸やを撒こ付着した場合には、皮唐 
に障害をおこすおそれがありますので、ずぐに 
多量の水道水などのきれいな水で洗し\流して 
ください。 

•巧を报めた場合には、すぐにう力 < いをして 医 
師に相談してくださし、。 


里おが巧漏れしたら义気から追ざける 

電池が;巧漏れしたり、臭貴がする時には、 
直ちに火気より遠さけてください。漏れた 
電辭巧に引火し、破裂、発义する原因にな 
ります。 


A 警告 


〇 里おの異常に気ブいたらを用を中止する 

電池の使用、充電、保管時の異臭、発熱、 
田こぇ 万め 変色、をお、その他、今までと異なること 
に気づいた時は、糖器あるいは充電器よ 
り取り出し、巧巧しないでください。巧巧 
継続の場合は電池が発熱、破裂、を乂す 
る原因となります。 


A 注意 


か 


0 


空巧を育温になる場所に巧ちしない 
リチウムイオンニ巧電化をストーブなど 
の熱源の脇や自動車のダッシュボードや 
窓際などの直射日光の当たる場巧、炎天 
下駐車場の車内など、高い温度に放置し 
ないでください。液漏れの原因となるお 
それがあります。 


電おに巧を巧したり、担みつけたりしない 

リチウムイオンニ巧電池に的を刺したり、 
A ンマーで叩いたり、踏みつけたりしない 
でください。リチウムイオンニ次電化が変 
お、保護機構が破損する可能性があり、 
発熱、破裂、発火の原因になります。 


A 巧げつけたりして苗い面さを与えない 

(\)リチウムイオンニ次電おに高所からの 
^ 落下など強い衝奪をちえたり、投げつ 
けたりしないでください。リチウムイ 
オンニ:义電池がをおしたり、リチウム 
イオンニ巧電池に組み込まれている保 
護機構が壊れ、異常な電流、電圧でリ 
チウムイオンニ次電池が充里される巧 
能性があり、発熱、破装、発义の原因 
になりまず。 




















A ま意 


0 

水 TWX 
レない 


水でお火しない 

発义時には、消火のために水を使用しな 
いでください。消化器を巧いてください。 
水を巧巧すると、火災を化大させる原因 
になることがあります。 


0 


0 


遇巧電しない 

充電の際に所定の巧電時間を超えても巧 
電が完了しない場合には、充電をやめて 
ください。過度に充電され、バッテリー 
を漏液、 発熱させる原因になりまず。 


をがこもる巧所で至化の充電はしない 

リチウムイオンニ巧電;'也の充電や放電中 
に可燃顿を上に載せたり、覆ったりしな 
いでください。リチウムイオンニ次電;'也 
を発熱、破裂、発义させるおそれがあり 
ます。 




A 

A 


正吉角おに矢巧付き稲妻マークが 
入った表示は、製品内部に電圧の高 
い危険な部分があり、感電の原因と 
なる可能性があることをお客様に菩 
告するものです。 

正兰角形に感嘆巧が入った表示は、製 
品本体にも表示されている通り、この 
巧扱説明書の中で、取り扱い上および 
メンテナンス上、重要な項目であるこ 
とをお客様に警告するものです。 


全般的なま意事項 

1. 機器の使用前に、全ての説明をお読みください。 

2. 将来の参,暗用として、取扱説明書を保管してくださ 
い。 

3. 機器および取扱説巧書上に記載された鲁告内容に 
ご窜意ください。 

4. 指示にしたがってください。 

己.揺器か装のを全マークをご確認ください。 

6. USB ケーブルが踏まれたり、巧まれたりしないよラ 
にしてください。特に電源アダプター側と製品側の 
端末に注意してください。 

7. 指定されたアタッチメントまたはアクセサリーのみ 
を使巧してください。 

8. この製品は、-20で〜4己での温度範囲巧で操作し 
てください。温度範囲を超える環境での使巧による 
故障は、保証巧をかとなる場合がちります。 

9. 電源アダプターは、おをいになる国/地域の電源電 
圧に合わせた入力定格電圧のものを選巧してくださ 
い。出力定をは己 VDC 、 最大 1 A です。国/地域の 
電気規格に適合した電源アダプターを巧巧してくだ 
さい。 

• のどに詰まらせるを険性があるル 
さな部品が含まれています。本製 
品は3歳が下のお子様がご使巧にな 
ることはできません。 


f グ This product conforms to all EU 
、 C Directive requirements as applicable 
by law . The complete Declaration of 
Conformity can be found at 
www . Bose . com / compliance . 
















•Bluetooth について 


A 警告 


0 本搜品を分解-巧造して使用しない。 
歪波法に抵がします 

の 

#用*化 


Q む巧ぺースイーカーまたは除細動器など 
を装着している人から 22 cmi •乂上巧して 
在。 Sit _fc 巧夕る _ 

0 病ち内や航空搪のやなどでは使用しない 

高度なま全を要求される場所では絶巧に 
宙巧み h 使巧しないでください。特を医療機器や 
航空機の許器類などの誤動作の原因とな 
ります。 


本巧品の巧巧周波を巧は 2.4 GHz ホです。巧の巧巧摄おも同 G 面な 
巧帯を使っていることがあり.巧放モホを巧止するために、下記 事項 
にを意してごを苗ください。 

本お品のを巧周波致巧に. 4 GHz 帯）では里子しンジなどの産業-化 
を-医巧巧おおのほか、工場のお造ライン等で巧巧ミれている免許 
を要する移動体度別届構内無綜局、免許を要しない特定ル巧力な 
想局、アマチュア巧篇局(な下■■化の無線局 J ) 力*運用されています， 

1. 本孜品を使巧する前に、巧くで■■化の巧棵局 J が運巧されていない 
ことを淀詔して <だ3い。 

2. 万一,本お品と「巧の巧揉局 J との間に巧巧モ巧が発生した場を 
には，速やかに本お品の巧届場巧ををえるか、またはなおの運巧を 
停止 (巧 ミ皮のを射を偉止）してください。 

3. その化，本助品の巧巧にあたり不節合やお困りのことがをじた時 
は、巧社までお問い合わせください。 

このな想摄おは 2.4 GHz ホを巧巧しています，ま扇ち巧として 
FH - SS 変調方まを採巧し、ち•モ巧をおは1 Om です。 


2.4FH1 


ち巧な通宿のために 

•化の機器とは■見通し距能で約 lOmW 巧で通信してください。を物の辑造や房き物によっては，适恒巧誰が短 < なります。特に族筋コン 


クリートなどを巧むと通恒できない場合があります。 

KOA 唐器）から的 2 m な上巧してください。（特に電子レンジは通信にを里を受けやすいので 3 m な上巧してください。） 
きなかった口、テレビ、ラジオなどの場をは、受信度きになる場合があります。 

奇の巧くで正常に通信ができない場合は、通居場所をを要してください。 

巧しないときは、本堅品の電巧を巧っておくことをおずすめしまず。巧の田 ue 化〇化*窝器力、らち病要巧にあ普するために常に電力を 
ミ肖費しまず。 

無族 LAN お器との電波恒害について 

’旧 EE 802.11 g / b の巧综 LAN 篇器と本堅品などの Bluetoo か*’機器は同一周ぶを帯 （2.4 GHz ) を使用するため、お互いを近 < で巧巧す 
と、電波居害が発生し、通信速度の®下や接続不能になる場合があこ 


があります。この場さは、巧用しない機器の軍堀を切ってください。 


S 害が発生し、通信速度の®下や接続不能になる場合 
テレビ/ラジオを本堅品の巧くではできるだけ疫巧しないでください 
•テレビ/ラジオなどは Bluetoo 化®とは異なる電波の属波巧帯を巧巧していまず，そのため、本裝品の巧くでこれらの度器を巧用しても、本 


段品の通居やこれらの通信にをまはありません。ただし、これらのお器を Bluetooth * 裝おに巧ブけた場さは、本堅品をきむ 
Bluetoo 化*裝品がをする軍泣ぶのをまによって、音声や映勘こノイズがをまする場をがあります。 

聞に巧巧やを属およびコンクリートがあると适信できません 

•本裝品で巧巧している電波は、涅常の家屋で巧巧される木材やガラスなどは适遇しまずので、部屋の壁に木材やガラスがちってを通信で 
きまず。ただし、巧あやを居およびコンクリートなどが巧用されている場合、電波は通過しません。部屋の畳にそれらが巧巧されている場 
合、涅信することはできません。同様にフロア間でも、聞に换巧や金属およびコンクリートなどが巧用されていると涅信できません。 

•サービスエリア内でも電波の垣かないところでは涅話できません。また、電波巧巧のまいとこるでは涅話できないところもあります。なお、 
遇話中に電;巧が況の悪い巧へ移おずると、通話がを中で途切れることがありますので,あらかじめご了承ください。 

•房帯電話および本堅品は電波を使用しているため、まミ者にお話を巧きされる可能性もあ0まずので、ご留意ください。 


XBIuei : 00 th * は、田 uetooth SIG , inc の登碌商揚でず。 








特性 

Bluetooth のつー ドマークとロゴは、 
Bluetooth SIG , Inc . が巧有する登録商標 
で、 Bose Corporation はこれらの商標を使 
用する許可を受けています。 

その化のお巧機関マーク 

FCGID : A 94 BT 1 R 
FCCID : A 94 BT 1 L 
に： ；3232 A - BT 1 R 
に： 3232 A - BT 1 L 

を称および有害/を験物質または成分の含有に 

ち害/危除协質および成分 


カドミウム六価クロム多臭素1ヒビフエニル多臭素化ジフエニル 


口 □□ぶ 

お ( Pb ) 

水を ( Hg ) 

( Cd ) 

( CR ( VI )) 

( PBB ) 

エーテル ( PBDE ) 

PCB 

X 

0 

0 

0 

0 

0 

金属部品 

X 

0 

0 

0 

0 

0 

プラスチック 

部品 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

スピーカー 

X 

0 

0 

0 

0 

0 

ケーカレ 

X 

0 

0 

0 

0 

0 


0: この部品に使用されているすべての均一物質に含まれている当該ち害/危廣物質が、 SJ / T 11363-2006 の制 
限要件を下回っていることを示します。 

X : この部品に使用されている 1 種漂が上の巧一物質に含まれている当該ち害/危陵物質が、 SJ / T 11363-2006 
の制限要件を超えていることを示します。 


設計：アメリカ合衆国 
製造：中国 
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はじめに 


お買い上げありがとラごさいます 

巨 ose ® 巳 luet 00 th ® へツドセツトは、周囲の騒音が大きい場戸斤でも、 
静かな場巧と変わらない快適な通話を実現します。 

へツドセツトの機能 

使いやすさと快適な装着感を提供するため、小型軽量化し、基本 
操作のために必要なボタンと表示だけを装備しています。 



1 










付属品： 


USB ケーブル 


交換用 S ね yHearTM 
チップ ( S / L サイズ） 

へッドセットの巧電 

通話中にバッテリー残量が不足しないよう、使用する前におず 
完全に充電してください。充電する場合は、室温が5で〜40で 
で、へッドセットの温度が室温と同じになっていることを確認し 
てください。 

注意：充電中はへッドセットを使巧しないでください。 

1. USB ケーブルの小さいちのプラグをへッドセットに差し込みま 
す。プラグとヘッドセットの矢印を合わせて、正しく差し込ん 
でください。 






2. 大きい方のプラグを、コンピューターの USB コネクター（電源 
供給に巧にしている USB コネクター)に接続します。〕ンピュー 
夕一の電源が入っていない場合は、 オンにしてください。 

初めて充電するときは3時間ほどか 
かる場合があります。 

充電中は へッ ド セッ トの裏側にある 
バッテリー インジケー ターが オレン 
ジ色で点滅し、充電げ完了すると緑 
色で点灯します。 

注意：へッドセットのバッテリーは出荷時に充電'るみですが、通 
話中にバッテリーの残量が不足しないよう、充電してからご使巧 
ください。バッテリーについては、17ページの「バッテリーの取 
り扱いについて」をご参照ください。 





へツドセツトと携帯電話の巧続設定 

巨 ose ® Bluetooth ® へツドセツトの電源を初めてオンにしたとき、 
Bluetooth 機器としての検出と設定が可能な状態になっています。 
お使いの Bluetooth 対応携帯電話から、機器を検出して設定する 
と、へッドセツトに接続できます。 


携帯電話の[ツール]、 [ Bluetooth 機器] 
などのメニュー項目から、検出した機 
器のリストを確認してください。この 
機能と設定ち法についてご不明の場合 
は、携帯電話の説明書をご覧ください。 
接続設定を巧うには： 

1. ヘッドセットと携帯電話の電源を 
オンにします。 

検出巧能になると、へッドセット 
の裏側にある Blue ね 0th インジケー 
ターが青く ゆつ くり点滅します。 

2. お使いの携帯電話で 、 Bluetooth 
機器のリストを表示します。 

3. リストの中から Bose BT1 という 
名前を探して選キ尺します。 


Bluetooth 
インジケー 
夕一とマーク 


Bluetooth 
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ま意：巨 ose® へッ ドセットのを前がリストにない場合は、 へッ ドセット 
の通話ボタンを約日秒間長押しして、 Bluetoot がインジケータ -げ点滅 
していることを確認してくださし、。点減している間は へッ ドセットが検 
出可能な状態で、リストに表示され、機器の選択ができます。 

4. 携帯電話でパスキーの入力が必要な場合は、「日000」と入力して 
[決定]ボタンを押します。一部の電話では接続の確認が必要になる 
場合があります。 

接続が正しく完了すると、へッドセットの Bluetooth インジケーターが 
点滅した後に青く点灯します。このインジケーターは、初ゆて接続設定 
を巧ったときに30砂間点灯し、その後消灯します。 

接続する電話を追加するには (6 台まで追加巧能）： 

携帯電話とへッドセットの電源をオンにして、 へ、ソ ドセットの通話ボタ 
ンを長押しすると、へッドセットが検出可能な状態になります。 

その後、4ページの手順2〜4を繰り返してください。 

巧続情報を•消去する 

使用しなくなった携帯電話の接続情報を消去するには、へッドセットの 
接続情報を記録してある^モリーを消去してから、使用する電話との接 
続を再設定します。 

へッドセットの接続情報を消去するには： 

通話ボタンと音量-ボタンを同時に約10秒間長押しします。ヘッド 
セットの接続情報が消去その後接続可能なが態になりますので、使用す 
る携帯電話と接続する設定を再度行ってください。 
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へツドセツトの巧用 


ボーズ製品の快適な装着感をお楽しみいただくために、ヘッド 
セツトを正しく装着してください。 


へツドセツトの装着 

へッドセツトには、ちのくぼみに快適に装着できるように設計さ 


れた StayHear ™ イヤーチップが取り付けられています。このイ 
ヤーチップのウイング部分が耳の溝にフィットします。 


適切なサイズのイヤーチップを選択 StayHear チップ 
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2. へッドセットが落ち 
ない程度に、イヤー 
チップを軽く耳に挿 
し込みます。 

3. へッドセットを後頭 
部側に倒して脚、イ 
ヤーチップのウイン 
グ部分 ( b ) を耳の溝 
におさめます。 

不快感がある場合 

1. イヤーチップを外して、 
交換してください。 



イヤー 3 

チップの 
ウイング 
部分 


县の溝 



別のサイズの交換用イヤーチップに 


2. ウイングの付いている側からはがすよ 
うに持ち上げて、破かないように'ま意 
してイヤーピースから外します。ウィ 
ング部分を引っ張って、チップを破損 
しないよラにしてください。 

3. イヤーピースのノズルにイヤーチップ 
をかぶせるように差し込みます。奥ま 
で差し込み、ノズルネ良元の返しの部分 
にイヤーチップをはめます。 
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4. イヤーピースのベースにチップをはめ込み、正しく固定されたか 
どうか確認します。 

イン ジケーターと 巧認音 

へ、ソ ドセットの電源を初めてオンにすると、バッテリー^^ r ンジケー 
夕一と Bluetooth インジケーターが点灯します。 

• バッテリーインジケーターは充電の状態を示します。 

• Bluetooth ® インジケーターは、接続されている場合に青く点灯しま 
す。 

へッドセットは、インジケーターのほかに確認音でも操作状態をお知 
らせします。 

次のような巧認音が聞こえます。 

4回の確認音（ほ音から高音へ）- へッドセットの電源をオンにした 
とを。 

4回の巧認音（高音からお音へ）- へッドセットの電源をオフにした 
^さ 

3回の巧い巧認音-へ ッドセットが携帯電話に接続されたとき。 

2回の確認音（高音と低音）- 通話を終了したとき。 

ほいビープ音 （ 数分おきに繰リおし）- バッテリー残量が少なくなった 

^さ 

ボタン操作ごとに1回の巧認音（巧音から高音へ）- 音量を上げたとき。 
ボタン操作ごとに1回の巧認音（高音から低音へ）- 音量を下げたとき。 


曰本語 


バツテリーインジケー ■广^ 
夕一のげ態 、 

Bluetooth インジケー の 

夕—のげ態 M 

へツドセツトの使用中： 

緑色の点灯-通話 4.5 時間、 
待ち受け150時間 
オレンジ色の点灯-通話約 

1時間、待ち受け45時間 
赤色の遅い点滅-通話30分 
未満、待ち受け22時間 

青色： 

遅い点滅-接続設定のために 
検出可能 

速い点滅-携帯電話に接続中、 
または通話の発信/受信中 
点灯-接続済み 

へツドセツトの充電中： 

オレンジ色の点滅-充電中 
緑色の点灯-充電完了 
赤色の点灯-充電エラー 
(室温または機器の温度が高 
すぎるか、低すぎる場合） 

ホ色： 

遅い点滅-へツドセツトと携 
帯電話が未接続。 

どちらかの電源がオンになつ 
ていないか、携帯電話との距 
離が10 y — トルが上離れてい 
る場合 


バッテリー消'費量を抑えるため、ほとんどのインジケーターは 
10秒で消灯しますが、ホ色とオレンジ色のノくッテリーインジケー 
ターは消灯せずに点滅し続けます。 
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へツドセツトを使用して通話する 

かかってきた電話を受ける場合も、こちらから電話をかける場 
合も、通話ボタンを1回押します。 

へツドセツトが操作に反応するたびに、短い信号音が聞こえます。 

基本的な巧註操作： 

かかってきた電話を受ける： 通話ボタンを押します。 

電話をかける： 巧のどちらかの操作を行います。 

• 通話ボタンを押し、音声 コマンドで 携帯電話の番号を選択して、番号 
をダイヤルします（お使いの携帯電話が音声 コマン ドに対応している 
捂 1=1)。 

• 携帯電話で通話先を選択して、直接ダイヤルします。 

電話を切るときは、携帯電話を操作する必要はありません。 
電話を切る： 通話ボタンを押します。 

音量を調整する： 通話中に音量 + /- ボタンを押します。または、電話 
側で音量を調整します。 

自分の声をミュートする： 音量 +/- ボタンを同時に押します。2つ 
のボタンをもラー度同時に押すと、ミュートが解除されます。ミュート 
中は3日秒ごとに確認音が鳴ります。 

音声を携帯電話に切リ替える： 通話ボタンを長押しします （1 台での通 
話の場合のみ)。 

りダイヤルする： 通話ボタンを続けて2回押します。 
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かかってきた電話を拒否する： 通話ボタンをしばらく押したままにします。 
通話中の巧手を巧留にして別の電話にな答する： 通話ボタンを押しま 
す。この磯能は「キャッチホン」といラサービスです。 

通話と巧留を切リ替える： 通話ボタンを続けて2回押します。会議通 
話機能のある電話を使用している場合は、会議通話を保留することもで 
をまず。 

会議通話のしかた： 通話ボタンを約3砂間押し続けると今通話中の2人 
もしくはそれが上の人と会議通話が巧えます。 

マルチポイント機能を使用する 

マルチポイント機能を使用すると、 Bose ® Bluetoot がへッドセットを 
同時に2台の携帯電話に接続することができます。たとえば、1台の 
へッドセットで個人用と仕事用の携帯電話にかかってきた電話を受け 
たり、電話をかけたりすることができます。 

マルチポイント機能を使用できるように電話を設まする 

設定を巧う前に、へッドセットとの接続設定が完了している電話の 
Bluetooth 磯能を無効にしてください。 

1. ヘッドセットと携帯電話の電源をオンにします。 

2. へッドセットの音量+ボタンと通話ボタンを同時に5秒間長押し 
すると、マルチポイント機能が有効になり、へッドセットが検出巧 
能な状態になります。 

3. 携帯電話の接続設定を行います。 
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4. へッドセッ トの電源をオフにしてからもう 一度 オンにし、 ヘッド 
セットを2台の電話に接続できるようにします。 

両方の電話の Bluetooth 磯能を'ぶず有効にしてください。 

マルチポイント機能を無劾にする 

マルチポイント機能の使用を止める場合、政下の手順でこの機能を無 
効にできます： 

1. 通話ボタンと音量-ボタンを同時に約10秒間長押しします。 

2. へッ ドセットの電源をオフにしてからもう一度オンにします。 へッ 
ドセットの接続情報が消去されます。 

3. 使用する携帯電話と接続設定を再度巧ってください。4ページの 
「へッドセットと携帯電話の接続設定」を参照してください。 

ま意： ご使用になる携帯電話によっては、再度接続設定を行う前に携 
帯電話内の Bluetooth 機器リストから Bose BT 1 を削除しなければなら 
ない場合があります。 

巧巧の電話を巧続する場合の優先順位 

へッドセットの電源をオンにしたときは、接続されている携帯電話のう 
ち最後に通話した電話を使用できる状態です。この電話の優先順位が 
1番になります。 

• 音声 コマン ドを使用する場合、優先順位 1 番の電話に コマン ドが送ら 
れます。 


12 


• 他の携帯電話から通話やリダイヤルを行う場合は、音声 コマン ドでは 
なく手動で操作してください。その後、操作した電話の優先順位が1 
番になります。 

• 2台のうちどちらかの電話をオフにすると、もう一方の電話に優先順 
位が移ります。 

• 使用していなかった3台目の携帯電話に優先順位を移すには、もう一 
度接続を有効にする若要があります。もう一度、この電話の機器リス 
卜から Bose BT 1 を選択してください。 

マルチポイント通話のオプション 

へツドセツトを2台の携帯電話に接続している場合、巧の操作を行え 
ます。 

通話中の巧手を巧留にして別の電話にな答する： 通話ボタンを押しま 
す。この磯能は「キヤツチホン」といラサービスです。 

通話を終了して保留中の巧手にな答する： 通話ボタンを押します。 
通話と保留を切り替える： 通話ボタンを続けて 2 回押します。 
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リファレンス 


曰本語 


巧障かな？と思ったら 


1 トラカレ 

巧処モ巧 1 

へッドセットに 
充電できない 

• USB ケーブルが而側ともしっかりと差し込まれている 
ことを確認します。 

• コンピューターが電源に接続され、 USB ポートに電源 
が供給されていることを確認します。コンピューター 
の電源が入っていない場合は、オンにしてください。 

• 室温が5て〜40てで、充電する前にへッドセットの 
温度が室温同じになっていることを確認します。 

ミ 主意： 室温またはへッドセットの温度が高すぎたり、低 
すぎる場合は、バッテリーインジケーターがホ色に点な 
します。 

へッドセットが 
ラまくフィット 
しない。不快感 
がある 

•へッドセットの左ちを間違えていないか、 StayHear ™ 
チップのウィング部分が耳の溝にフィットしているか 
を確認します。 

• イヤーチップがへッドセットにしっかりと取り付けら 
れていることを確[します。 

• イヤーチップのサイズを変えてみます。 
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携帯電話とへツ 
ドセツトの接続 
を設定できない 

•へツドセツトと携帯電話の電源がどちらもオンになつ 
ていて、携帯電話の Bluetooth ® 機能が有効であること 
を確認します。詳細は携帯電話の説明書を参照してく 
ださい。 

• へツドセツトの電源をオフにしてから、もう一度オン 
にします。 

• 通話ボタンを5秒が上押して、へツドセツトがあ出巧 
能かどうか確認します。 

• 電話とへツドセツトの間が10 メートルが上離れていな 
いことを確認します。 

携帯電話とへツ 
ドセツトを接続 
でさない 

• 両方の電源がオンになつていることを確！!します。 

• へツドセツトの電源をオフにしてから、もう一度オン 
にします。電話とへツドセツトの間が10 メー トルが 
上離れていないことを確認します。 

• 携帯電話の Bluetooth 機器リストで、 Bose BT 1 が選 
択されていることを確認します。 

-選択されている場合は、リストから一度削除しま 
す(詳細は携帯電話の説明書を参照してください)。 

-リストから削除したら、4ぺージの「へツドセツ 
卜と携帯電話の接続設定」の手順をもう一度実行 
します。 

. へ、ソ ドセツトの通話ボタンと音量-ボタンを10秒間 
長押しして、^モリーを消去します。 
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へッドセットの 
音がはっきり聞 
こえない 

• 通話中に、携帯電話を操作するか、へッドセットの音 
量+ / - ボタンを押して音量を調整します。 

• 携帯電話の電波状況をチェックします。 

• 携帯電話とへッドセットの間が10 メー トルが上離れて 
し、ないことを確認します。 

• へッドセットを装着しなおします。6ページの「へッ 
ドセットの装着」を参照してください。 

通話相手の声が 
はっさり聞こえ 
ない 

.へッドセットを携帯電話に近づけます。 

• 電話の近くに他の無線機器がないか確認します。 

• 風が強い場合は風の当たらない場所に移動します。 

• へッドセットを装着しなおします。6ページの「へッ 
ドセットの装着」を参照してください。 

通話が途中で切 
れる 

• へッドセットの電源がオンになっていて、充電されて 
いることを確認します。 

• 携帯電話とへッドセットの間が10 メー トルな上離れて 
し、ないことを確認します。 

• 携帯電話の電波状況をチェックし、バッテリーが十分 
に充電されていることを確認します。 

へッドセットが 
使っていない電 
話に接続される 

• 5ページの「接続情報を消去する」を参照してください。 
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お問い合わせ巧 

故障および fl を理のお問い合わせ先 

ボーズ株式会社サービスセンター 査 S . 0570-080-023 

PHSJP 電話からは 、 Tel 03-5489 -1124へおかけください。 

住所于 206-0035 まを都多摩ホ唐木田 1-53-9 唐木田センタービル 
製品等のお問い合わせお 


ボーズ株式会社ュ- 

お手入れ方法 


.ザ¬ 


-サポー トセンター 査8.0570 -080-021 

PHS 、 IP 電話からは 、 Tel 03-5489-095 目へおかけください。 


バッテリーは、正しく扱うことで寿命を延ばすことができます。へ 
ツ ド セツ ト、 S ね yHear ™ チツス およびノズルの;?< ツシュ カバーはユ 
ーザーがお手入れできます。 

バッテリーの®リ巧いにつし、て： 

A . 使用にならないときは電源をオフにしておいてください。 

B . 数ケ月上バッテリーを保管する場合は、完全に充電してから保管 
してください。 

へッドセットを清巧するには： 

外装は柔らかいホでから拭きしてください。洗剤やスプレーなど 
は使用しないでください。 

イヤーチップを清括するには： 

イヤーチップを破かないように注意してイヤーピースから外しま 
す。水に中性洗剤を溶かした溶あで洗い、水ですすぎます。乾い 
た柔らかいクロスを使用して、イヤーチップをおきます。 

か分がへッドセツトの内側に入らないようにごを意ください。 
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ノズルのメッシュカバーを清插するには： 

イヤーチップを破かないようにを意してイヤーピースから外しま 
す。乾いた柔らかいクロスを使用して、メッシュカバーを軽く拭 
きます。クロスをメッシュに押し付けるとへッドセット巧にほこ 
りが-落ちる場合があります。ごま意ください。 


巧証 

な証の内容および条件は付属のな証書をご覧ください。 

仕巧 

重量：12グラム 

温巧について： 

製品の使用時： -20 で〜45で 
製品の保管時： -20 で〜45で 
バッテリーの充電時： 5て〜40て： 

バッテリー： 

荒電式リチウムイオンポリマー電ミ也(交換不能） 

荒電時間：フルな電まで3時間 

フル充電されたバッテリーによる使用時間：通話4.5時間、待ち 
受け150時間 
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Bluetooth® QD の： B0 16580 

バージヨン 2.1 EDR (Enhance Data Rate ) および Secure ample 
Pairing ( SSP ) 

プロファイル： へッ ドセット (HSP 1.1) およびハンズフリー 
(HFP 1.5) 

取り替え 用パーツについて 

• StayHear ™ チップなどの取り替え用パーツのご';主文は、お買い 
上げの販売店までお問い合わせください。 
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Bose Corporation 
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